
 

 

                                                                              

ｖｏｌ．８［師
し

走
わす

・睦
む

月
つき

の扉］ 

 

１． 又
また

聞
ぎ

きの法
ほう

則
そく

 

 

  女
じょ

子
し

同
どう

士
し

のいざこざの時
とき

、もめた女
じょ

子
し

に聞
き

くと、 

  『AちゃんがBちゃんのこと嫌
きら

いって言
い

ってた』 

って又
また

聞
ぎ

きのことが多
おお

い。 

  だから、又
また

聞
ぎ

きは脚
きゃく

色
しょく

されているからそのまま信
しん

じないようにしなよと伝
つた

えてる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．【相
あい

手
て

】を口
く

説
ど

く６つのこころがけ 

 

生徒
せいと

の進
しん

路
ろ

のための面接
めんせつ

指導
しどう

をする際
さい

に私
わたし

は、『好
す

きな人
ひと

に告白
こくはく

するときに似
に

ている』という表現
ひょうげん

をよくし

ている。面接
めんせつ

においては自分
じぶん

がどんな人間
にんげん

かアピールできなければ初対面
しょたいめん

の面接官
めんせつかん

に自分
じぶん

を知
し

ってもらえない

し、ましてや何
なに

も言
い

わずにこの学校
がっこう

に入
い

れてくれというのは初
しょ

対
たい

面
めん

の好
す

きな人
ひと

に「結
けっ

婚
こん

してくれ！」というよう

なものだからだ。 

 

①面
めん

接
せつ

と告
こく

白
はく

には共
きょう

通
つう

点
てん

が多
おお

くある。当
とう

然
ぜん

緊
きん

張
ちょう

してドキドキするし、受
う

け入れてもらえないかもしれない怖
こわ

さもある。ただ自
じ

分
ぶん

が好
す

きになった【相
あい

手
て

】に対
たい

する思
おも

いが確
たし

かならその怖
こわ

さを乗
の

り越
こ

えられる勇
ゆう

気
き

が生
う

まれる。 

 

②必要
ひつよう

なのは自分
じぶん

がどんなに【相手
あいて

】のことを好
す

きか知
し

ってもらうこと。それには【相
あい

手
て

】のことをしっかり調
しら

べて【相
あい

手
て

】のニーズを知
し

ること。それに適
かな

う人
ひと

に自
じ

分
ぶん

がなれているか理
り

解
かい

すること。今
いま

現
げん

在
ざい

【相
あい

手
て

】のニーズ

を満
み

たし切
き

れていなくてもいい。それに応
こた

えられる努
ど

力
りょく

をするという意
い

気
き

込
ご

みが見
み

せられるかどうかが重
じゅう

要
よう

だ。 

Knock on the door 

自
じ

分
ぶん

で確
かく

認
にん

していない

ことは真
しん

実
じつ

ではない。 



③【相
あい

手
て

】に『私
わたし

のどこが好
す

きなの？』と聞
き

かれたとき、何
なん

となくといった曖
あい

昧
まい

な答
こた

えや、自
じ

分
ぶん

じゃなくても

良
よ

いのじゃないかと思
おも

わせるような返
へん

答
とう

では【相
あい

手
て

】を口
く

説
ど

き落
お

とすことはできない。『あなたじゃなきゃダメ！』

とはっきり伝
つた

わる理
り

由
ゆう

が欲
ほ

しい。 

 

④【相
あい

手
て

】だってあなたのことを知
し

るために、あなたが努
ど

力
りょく

してきたこと、身
み

につけてきたこと、経
けい

験
けん

してき

たことを聞
き

きたい。それを知
し

って初
はじ

めてあなたのことを好
す

きになり、受
う

け入
い

れたいと思
おも

うから。拙
つたな

くともしっ

かり自
じ

分
ぶん

の言
こと

葉
ば

で伝
つた

えて欲
ほ

しい。堂
どう

々
どう

と伝
つた

えられればそれだけでも魅
み

力
りょく

的
てき

に映
うつ

る。 

 

⑤もちろんふられてしまうこともある。それは自
じ

分
ぶん

の努
ど

力
りょく

が足
た

りなかったのかもしれないし、【相
あい

手
て

】のニーズ

を満
み

たすことが自
じ

分
ぶん

には難
むずか

しかったのかもしれない。ショックは受
う

けるかもしれないが、自
じ

分
ぶん

に本
ほん

当
とう

に合
あ

う【相
あい

手
て

】が他
ほか

にいる可
か

能
のう

性
せい

もある。次
つぎ

にトライすれば良
よ

い。 

 

⑥他
ほか

にいなかったからなんて気
き

持
も

ちで【相
あい

手
て

】に臨
のぞ

まないで欲
ほ

しい。結
けっ

局
きょく

お互
たが

いに後
こう

悔
かい

することになるから。 

 

文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の【相
あい

手
て

】の部
ぶ

分
ぶん

を好
す

きな人
ひと

に変
か

えれば告
こく

白
はく

になるし、学
がっ

校
こう

や就
しゅう

職
しょく

先
さき

に変
か

えれば面
めん

接
せつ

の形
かたち

になる。

どちらにとっても重
じゅう

要
よう

な心
こころ

構
がま

えで、特
とく

に最
さい

後
ご

の一
いち

文
ぶん

はポイントだ。高校
こうこう

を辞
や

めてしまう生
せい

徒
と

には実
じつ

はこれが

多
おお

く、学校
がっこう

のミスマッチングと言
い

われている。本
ほん

当
とう

に自
じ

分
ぶん

で決
き

めた好
す

きな【相
あい

手
て

】ではないから別
わか

れをむかえて

しまっているのだ。思
おも

っていた【相
あい

手
て

】と違
ちが

ったなんて言
い

う人
ひと

もいるが、要
よう

は相
あい

手
て

のことをちゃんと事
じ

前
ぜん

に知
し

ろ

うとしていないのだ。 

 

本
ほん

校
こう

はそんなミスマッチングをしてしまった生
せい

徒
と

達
たち

が改
あらた

めて入
にゅう

学
がく

してくることも多
おお

いが、本
ほん

校
こう

を本
ほん

当
とう

に好
す

きになって選
え

らんでくれる生
せい

徒
と

もたくさんいる。もちろん入
にゅう

学
がく

してから好
す

きになってくれる人
ひと

もいるわけだが、

折
せっ

角
かく

ならきちんと本
ほん

校
こう

のことを知
し

ってもらって全
ぜん

力
りょく

で告
こく

白
はく

してきて欲
ほ

しい。 

 

 

～ 教育相談係主任 阿部真一郎 ～ 

 


